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�

◆
御
嶽
山
山
開
き
�

と
　
き
�

　
七
月
一
日（
日
）�

と
こ
ろ
�

　
王
滝
村
田
の
原
高
原
�

◆
上
町
祭
り
�

と
　
き
�

　
七
月
六
日（
金
）夕
方
〜
�

と
こ
ろ
�

　
「
福
島
地
区
上
町
」
上
町
通
り
�

※
夜
は
上
町
通
り
が
歩
行
者
天
国
に

　
な
り
、各
商
店
の
人
た
ち
が
中
心

　
に
な
っ
て
素
人
露
天
や
ア
ト
ラ
ク

　
シ
ョ
ン
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
�

◆
荒
神
祭
り
�

と
　
き
�

　
七
月
十
日（
火
）〜
十
一
日（
水
）�

と
こ
ろ
�

　
「
新
開
地
区
中
部
」
荒
神
神
社
�

※
午
後
か
ら
子
供
御
輿
が
地
域
を

　
練
り
歩
き
ま
す
。
夜
店
も
出
ま
す
。
�

◆
原
野
八
幡
宮
祭
礼
�

と
　
き
�

　
七
月
十
四
日（
土
）〜
十
五
日（
日
）�

と
こ
ろ
�

　
「
日
義
地
区
原
野
地
域
」
�

　
　
原
野
八
幡
宮
�

※
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
地
域
の
人
た

　
ち
の
子
ど
も
み
こ
し
や
長
持
ち

　
行
列
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま

　
せ
ん
。
�

◆
白
山
神
社
夏
祭
り
�

と
　
き
�

　
七
月
十
五
日（
日
）�

と
こ
ろ
�

　
「
新
開
地
区
黒
川
」
白
山
神
社
�

◆
御
嶽
神
社
例
大
祭
�

　（
わ
っ
し
ょ
い
み
た
け
）�

と
　
き
�

　
七
月
十
八
日（
水
）〜
十
九
日（
木
）�

と
こ
ろ
�

　
「
三
岳
地
区
黒
沢
」
御
岳
神
社
�

※
御
神
輿
が
練
り
歩
き
、ゲ
ー
ム
大

　
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
�

◆
水
無
神
社
例
大
祭
�

　（
み
こ
し
ま
く
り
）�

　
天
下
の
奇
祭
と
し
て
有
名
で
す
�

と
　
き
�

　
七
月
二
十
二
日（
日
）〜
�

二
十
三
日（
月
）�

と
こ
ろ
�

　
「
福
島
地
区
全
域
」
�

※
天
下
の
奇
祭
「
み
こ
し
ま
く
り
」

　
と
し
て
有
名
な
水
無
神
社
の
祭
礼
。

　
木
曽
郡
最
大
の
夏
祭
り
。
毎
年
白

　
木
の
神
輿
約
百
貫（
約
４
０
０
㎏
）

　
を
造
り
、二
日
間
か
け
て
町
内
を

　
練
り
歩
き
ま
す
。二
十
三
日
夜
に

　
は
白
木
の
御
輿
を
ま
く
り（
転
が

　
し
）バ
ラ
バ
ラ
に
壊
し
ま
す
。
二

　
十
二
日
夜
に
は
花
火
大
会
が
あ
り
、

　
本
町
通
り
か
ら
上
町
通
り
が
二

　
日
間
歩
行
者
天
国
に
な
り
ま
す
。
�

　
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
、お

　
越
し
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
�

◆
熊
野
神
社
礼
祭
�

と
　
き
�

　
七
月
二
十
五
日（
水
）〜
�

二
十
六
日（
木
）�

と
こ
ろ
�

　
「
開
田
高
原
末
川
地
域
」
�

　
　
熊
野
神
社
�

◆
八
幡
宮
神
社
祭
�

と
　
き
�

　
七
月
二
十
八
日（
土
）〜
�

二
十
九
日（
日
）�

と
こ
ろ
�

　
「
開
田
高
原
西
野
地
域
」
�

　
　
八
幡
宮
神
社
�

※
い
ず
れ
も
御
輿
や
夜
店
、ア
ト
ラ

　
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
�

◆
み
た
け
グ
ル
メ
工
房
・
�梅

収
穫
祭
�

と
　
き
�

　
七
月
一
日（
日
）�

午
前
九
時
三
十
分
〜
�

◆
み
た
け
グ
ル
メ
工
房
・
�

じ
ゃ
が
い
も
祭
�

と
　
き
�

　
七
月
十
二
日（
日
）�

午
前
九
時
三
十
分
〜
�

と
こ
ろ
�

　
「
三
岳
地
区
」
道
の
駅
三
岳
�

お
問
い
合
わ
せ
�

　
道
の
駅
三
岳
�
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グ
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房
�
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�

【
募
集
】
�

◆
消
費
者
大
学
受
講
生
募
集
�

　
長
野
県
松
本
消
費
者
セ
ン
タ
ー

で
は
平
成
十
九
年
度
消
費
者
大
学

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
�

・
対
象
者
�

　
二
十
歳
以
上
の
県
内
在
住
の
方
�

・
募
集
期
間
�

　
平
成
十
九
年
七
月
二
日（
月
）〜
�

七
月
十
三
日（
金
）�

・
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
�

　
役
場（
本
庁
）住
民
環
境
課
社
会

　
環
境
係
ま
で
�

・
お
問
い
合
わ
せ
先
�

　
役
場（
本
庁
）住
民
環
境
課
社
会
係
�

　
　
0  

２
２
―

４
２
８
１
�

　
県
松
本
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
�

　
市
町
村
消
費
者
行
政
担
当
課
�

　
　
0 

０
２
６
３
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３
５
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１
５
５
６
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��

◆
「
長
野
県
政
　
出
前
講
座
」
�

・
方
　
法
�

　
　
県
職
員
が
皆
さ
ま
の
集
会
に

　
出
向
き
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。
土
・
日
・
祝
日
、夜
間
も
可

　
能
で
す
。
時
間
は
概
ね
二
時
間
程

　
度
で
す
が
、皆
さ
ま
の
ご
希
望
に

　
合
わ
せ
調
整
し
ま
す
。
�

・
内
　
容
�

　
　
ご
用
意
し
た
１
２
９
の
テ
ー
マ

　
か
ら
お
好
き
な
テ
ー
マ
を
選
び
、

　
県
職
員
が
テ
ー
マ
に
つ
い
て
説
明

　
し
意
見
交
換
を
し
ま
す
。
�

・
目
　
的
�

　
　
出
前
講
座
は
県
民
の
皆
さ
ま

　
に
県
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

　
い
、お
聞
き
し
た
ご
意
見
は
今
後

　
の
県
政
に
生
か
し
て
参
り
ま
す
。
�

・
経
　
費
�

　
　
県
職
員
に
関
す
る
費
用
は
一
切

　
不
要
で
す
。
�

・
詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
先
�

　
長
野
県
総
務
部
広
報
課
�

　
　
0 
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�
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77
月
の
行
事
行
事�
月
の
行
事
行
事�
月
の
行
事�

平成19年度　消費者大学日程表�
＜時間＞午前：10：00～12：00�
        　午後：13：00～15：00

テーマ�

8月1日�

（水）�

8月29日�

（水）�

9月26日�

（水）�

10月24日�

（水）�

11月21日�

（水）�

12月19日�

（水）�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

消費者政策の現状と今後の動向�

消費者トラブル対処法Ⅰ・Ⅱ�

最新・製品事故事情�

パック旅行の賢い選び方�

異常気象と地球温暖化�

ＪＡＲＯが教える広告表示の裏・表�

身近な契約の基礎知識�

トラブルから学ぶ金融商品のツボ�

食品を科学する（実験）�

日本銀行の仕事（見学）�

生命保険・契約のポイント�

身近に迫る多重債務問題�

日程�


